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はじめに

プロト儀礼は、インド・ベンガル地方の農村部に伝承される、女性が実践

する一群の家庭祭紀の体系であるI。このブロト儀礼は、一般にバラモン司祭

の権威が優越するヒンドゥー教儀礼において家庭の女性や少女が主導する儀

礼的行為として、あるいはサンスクリット語で書かれた古典籍に規定される

ヒンドゥー神話に対して村落地方で長く伝承されて来た口頭伝承に基づく儀

礼体系として、さらに「アルポナ」と呼ばれる女性の描く民俗芸術のジャン

ルとして、これまで多くの人々の興味を集めて来た2。筆者は、多様な方向か

ら注目されてきたブロト儀礼について、特に通過儀礼に関わる儀礼としての

プロト儀礼、母子の安寧に関わるショステイ女神の儀礼、災厄を取り除く意

味を持つ既婚女性の儀礼などに注目することで、その特徴を明らかにした3。

これらの一連の研究を通して明らかになるのは、儀礼の文化史的な観点や機

能主義的研究とは異なる、プロト儀礼が実践されているベンガル農村社会に

おける、その体系的記述の必要性であった。このような地域社会に位置づけ

られたプロト儀礼の総体的な検討によって、初めて今日の農村社会における

階層やカースト、ジェンダーなどの観点から儀礼の意味を捉えなおすことが

出来ると言えるだろう。本稿では、このような「プロト儀礼」と総称される

多様な儀礼の特質を整理し、その儀礼体系の構築を跡付けるために不可欠な

視点を検討するo特に、 -一般に流布されているベンガル語の普及本(後述)

と、調査地で観察されるブロト儀礼の実践体系との比較検討を行うことで、

プロト儀礼が総体として提示する儀礼の意味を明らかにする。

以下では、プロト儀礼に関するこれまでの先行研究を概観することで、こ

のような本稿の観点を整理して述べたい。

1　問題の所在

ブロト儀礼は、南アジアのヒンドゥー社会において、一般にある種の牧歌

的なイメージとともに理解されてきた。例えば、インドを代表する映画監督

サタジット・レイの代表的作『大地のうた』では、 「プンニプクル・プロト(聖

なる池の儀礼)」と呼ばれる少女の儀礼を行うシーンが、効果的に放り込まれ

ている4。ベンガルの農村部で実際にこの儀礼を行っている村人は、この儀礼
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を行う理由を、少女が将来に良き夫を得て幸せな生涯を送るために必要な儀

礼と説明する。とりわけ理想的な夫としてのシヴァ神に喰えられる良き夫に

巡り合うための祈願であると理解されている。実際、少女の儀礼(クマリ・

プロト)に見られるマントラ(呪言)の内容を見ると、少女が成長した将来

における、 「貞淑な妻」といったヒンドゥー女性の理想的な姿が描き出されて

いる。具体的には、プンニプクル・ブロト儀礼に出てくるマントラには、儀

礼を行う少女が、 「7人の兄弟を持つ妹」を理想とする表現が見られる。この

7人の兄弟にB]まれた妹は、ヒンドゥー社会では最も幸せな娘を象徴するの

である5。このことは、良く知られたブロト儀礼のひとつであるショステイ女

神の儀礼が、結婚した女性による子宝や安産の祈願、あるいは子供の無事な

成長-の祈願とされることに対応する。ショステイ女神は、子供に関わる女

神であり、子供の安寧を司るものと見なされているのであるG。このように、

プロト儀礼が女性の幸せな生涯のための祈願であるという理解は、この儀礼

を実践する村人の間で広く共有された見解となっている。同時にこのような

見解に基づくことで、この儀礼を評価してきた多くの研究者は、古い時代に

遡ることのできる、 「ベンガルの基層文化」を今に伝える伝承として、その牧

歌的な農村女性のイメージとともに描いてきたのである7。

ところで、このようないわば民俗学者による文化史的な見地に対して、農

村部でのフィールド・ワークを行った人類学者の間では、このブロト儀礼を

「誓願儀礼」として解釈する傾向が見られた。例えばMaity【1988]は、フレ

イザ-の「類感呪術」と「感染呪術」の定義に基づき、プロト儀礼を、儀礼

的行為を通して外界に働きかける「呪術行為」と捉えることで、儀礼ごとの

祈願内容の類推を試みた。ここでは、個々のブロト儀礼を、それぞれの儀礼

的所作やマントラに隠喰的に結びつけられる祈願内容を想定することで、儀

礼ごとの類別化が試みられたのである。ブロト儀礼には地域や担い手によっ

て非常にたくさんの種類が見られるので、それぞれの地方で、また様々な年

齢層の女性が従事する多様な誓願儀礼の体系として理解された。このような

見解は、個々の儀礼の祈願内容がその目的にしたがって類別される呪術的行

為の体系として把握されたという意味で、ブロト儀礼の目的論的な解釈とし

て整理することが出来る。このように、プロト儀礼を請願儀礼として解釈し、
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様々な隠糠的意味を指摘しようとする見解は数多い8O

ところで、このプロト儀礼の様々なヴァリエーションを検討し、それらを

相互につき合わせて見て行くと、必ずしも個々のブロト儀礼における　r儀礼

的所作」と「祈願内容」とが、記号的に一対一に対応しているとは言えない

ものも多く含まれていることが分かるO例えば、豊操性の女神として、ヒン

ドゥー世界ではもっともポピュラーな女神であるラクシュミ-女神に対して、

ベンガルの女性たちは、年に4回に渡りプロト儀礼を行っている。これは、

山盛りにされた稲籾をラクシュミ-女神そのもと見なして、断食などの様々

な儀礼的行為を実践するものである。しかし、何故このラクシュミ- ・プロ

トは年に4回も行われる必要があるのだろうか。また、一年を通じて最もプ

ロト儀礼が数多く行われる猛暑の夏のポイシヤク月は、村の少女たちがプン

ニプクル・プロト儀礼を行う時期として知られている9。ところでこの儀礼は、

調査地ではひとたびポイシヤク月に始めたら、秋のオッガン月にはサート・

プジュニ・プロトを行うことが決められている。すると、ポイシヤク月とオ

ッガン月の儀礼は、一定の年齢に達した少女にとってひと組の儀礼体系とし

て把握しなければ、その意味が十分には理解出来ないことになる。さらに、

夫を失ったヒンドゥー寡婦は、多様で厳重な禁忌に囲まれた生活を行うこと

が求められる。特に、色柄もののサリーが忌避され、一切の肉食を控えて菜

食を守り、月に何日も課される断食目を守ることで、ひたすら死後の夫の果

報を祈り宗教的な生活に入ることが理想とされるO　その際に、日々の寡婦の

暮らしの中で繰り返し実践されるのが、このプロト儀礼である。単純な「祈

願」であるなら、何故これほど繰り返し、厳しいプロトの断食行為が繰り返

えされる必要があるのだろうか。確かに、個々のプロト儀礼には、 「雨乞い」

や「安産」、 「豊かな稔り」や「家族や夫の安寧」といった、特定の祈願内容

を想定することが可能である。しかし、このような外部から解釈が与えられ

る儀礼の体系が、それを行っている当事者にとっての儀礼の意味と、必ずし

も一致しているとは限らないのは何故なのだろうか。

このように、プロト儀礼を、単に文化史的な観点や個々の儀礼の合目的な

属性のみを強調してゆく見解は、それに参与する様々な階層やジェンダー、

カーストに基づく多様な儀礼の実践体系という観点を見えにくくしてしまう。
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例えば、村に滞在することがしばしば困難になる猛暑のポイシヤク月から雨

期にかけて、少女を中心に複雑なプロト儀礼の実践が求められているのは何

故なのか。また、複雑に構成される反復的で継続的な儀礼実践が、既婚女性

を中心に年間を通して求められているのは何故なのだろうか。このような問

題意識に立つと、 「ベンガルの基層文化」という文化史的観点や、研究者の合

目的な儀礼分類に基づく儀礼解釈という既存のブロト儀礼論では十分ではな

く、むしろプロト儀礼を実践する人々が認識する儀礼体系を、総体として評

価する視点が必要となるだろう。同時にこのような視点は、今後の他地域の

多様な儀礼資料との突き合わせという、より広範な比較研究を可能とする資

料を提示することにもなるのである。以上のような観点に立ち、本稿では、

インド西ベンガル州ボルドマン県における調査村の事例に基づいた、ブロト

儀礼の実践体系を検証する。

本書の構成は次の通りである。初めにプロト儀礼に関わる学説史的な展開

を概観し、次にプロト儀礼の分類体系に関わる一連の研究を検討するO　さら

に、調査地の概況について述べた後、ベンガル語による在地資料の検証と、

村落で観察されたプロト儀礼の実践体系の検証を通して、当事者によって認

識されるプロト儀礼の実践体系を明らかにする。

2　学説史的背景

歴史的なもっとも初期のプロト儀礼の観察記録は、 11世紀のイスラム教徒

の旅行者アル・ビルニ(973-1030)の記述とされる【Pearson 1996:223】Oその

後、このプロト儀礼に関する記録は、南アジアの「土着宗教」であるヒンド

ゥー教を理解する試みの一貫として、多くのヨーロッパ人の興味を集めてき

た18-19世紀には、東インド会社などのヨーロッパ人による交易活動の進

展に伴い、キリスト教の宣教師たちによる、現地社会の観察や記述が精力的

に進められた。その中では、マドラス管区の宣教師であったデュボアの記述

がよく知られている10。

特にベンガル地方では、 「プロト・コタ(ブロト物語)」と呼ばれる一連の

物語が採集され、 20世紀に入ってからは出版物として流通するようになった。

「メエデル・プロト・コタ(女性たちのプロト物語)」と題されたこれらの出
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版物の多くは、主にバラモン司祭や家庭の女性のためのプロト儀礼の手引き

として書かれ、物語としての関心も手伝い、広く普及した。本稿では、これ

らの一連の民間に流布したプロト物語の編纂書をブロト・コタの「普及本」

と名づけるが、これらの普及本は数も多く様々な形態が見られた。しかし、

儀礼についての批評や分析は行われていないという点で、ベンガルの各地に

伝承された口頭伝承の収集・研究というよりも、一般のヒンドゥー教徒に向

けて書かれたことは明らかである。これらの普及本の中で最も初期のものは、

オゴルナト・チョトパダニによる『メエリ・ブロト(女性のためのブロト)』

とされる11。その他に、ラムプラン・グプトの『プロトマラ(プロトの花飾

り)』、編者不詳の『ブロトマラ・ビダン(ブロトの花飾り集)』などが知られ

ている12。その後、著名なブロト・コタの「普及本」としては、ゴネシュチ

ョンドロ・ムコパダェの『娘のブロトの歌言葉{balika-braterchara)』、昔

話の編者としてつとに知られるドッキナロンジョンの『おばあさんのお皿

(thandidirthale)』、さらに、ポロメシュ・プロションノ・ラエの『女性の

ブロト物語{meyelibratakatha)』、ビノエ・クリシュノ・ムコツパダェの

『挿絵入りの女性たちのブロト物語(sacitra meyederbratakatha)』、そし

て、アシュトシュ・モジュムダルの『女性たちのプロト物語{meyederbrata

katha)』などである.現在では、最後に掲げたアシュトシュ・モジュムダル

の『女性たちのプロト物語』が、ベンガルの最も良く知られたプロトの普及

本となっている。近年、カルカッタを中心として相次いで新たな編集本が出

版されているが、多くはこの書に体裁を倣っている。

ところでベンガル地方では、このようなプロト儀礼-の関心は、民族運動

の高まりを背景としたものであった13。それまでのヨーロッパ人によるイン

ド文化-の言及ではなく、ベンガル人自身による民族文化-の記述が、この

ような民間の伝承に対しても行われるようになる。そのような中で、詩人の

ラビンドラナ-ト・タゴールをはじめとした、多くの学者や小説家によるプ

ロト儀礼-の言及がなされるようになった。この時代の学者・作家の間での

プロト儀礼についての関心は高く、プロト儀礼、あるいはプロトの物語につ

いての様々な注目がなされた。その主な名前を挙げると、ロビンドロナト・

タクル(ラビンドラナ-トタゴール)、オボニンドロナト・タクル、ドッキ
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ナロンジョン・ラエ、ニハロンジョン・ラエ、ディネシュ・チョンドロ・シ

ェン、アシュトッシュ・バッタチヤルヤ、ビノエ・クマル・ゴーシュなどで

ある14。

例えば、 1905年のスワデシ運動に際して、ロメシュ・シュンドル・トリべ

ディ【1864-1941】は、ブロト儀礼を模倣し、女性たちに誓いのために霞の火

を落とすことを呼びかけている。 1920年には、ディネシュ・チョンドロ・シ

ェンは、 『ベンガルの民話』を著し、ベンガルの民話の4つの形式のひとつと

して、プロトの物語(ブロト・コタ)を論じている【Sen 1920:246-61】。 T.

M.チヤタルジの『アルポナ:ベンガルの儀礼装飾』と題された本は1948

年の出版だが、アルポナ装飾の研究に関連しブロト儀礼の意義に付いて言及

を行っている【Chatterjee 1948】Oニハロンジョン・ラエの『ベンガル人の歴

史』の中では、プロト儀礼の様々なヴァリエーションについて言及がなされ、

プロト儀礼の分類が試みられている【Ray 1949:483-86],,

しかし、これらの研究者によるプロト儀礼の研究書として、体系的で包括

的に儀礼を論じたプロト儀礼研究の嘱矢となる書物は、オポニンドロナト・

タクルの『ベンガルのブロト』 【Thakur 1943初版1919年】である。オボニ

ンドロナトは、横山大観とも親交が厚く、日本画の手法をインド近代絵画の

技法に取り入れたことでも知られている。このオボニンドロナトによるブロ

ト儀礼研究は、次節で詳しく検討する。

ところで、このオボニンドロナト・タクルは、 「アルポナ」と総称される

プロト儀礼に派生する民俗意匠の美しさやその神秘性に注目した作家という

点でも重要である。その儀礼装飾-の審美的な評価の積み重ねによって、 「ア

ルポナ」として知られる装飾様式の美学的な観点での、今日の私たちの認識

は格段に深まったといえる。たとえば、シャンテイニケトンのタゴール国際

大学では、芸術学部の正規のコースとして、このアルポナ装飾の実習が行わ

れるようになっている。また、バングラデシュにおいても、政府の公式行事

などの舞台を飾るアルボナの意匠は、国民文化を象徴する装飾モティーフと

して欠かせないものとなっている。ブロト装飾は、今日では東西のベンガル

文化の民俗芸術を代表するモティーフと見なされるようになっている。同時

にそれは、たとえばイタリアのゴルチエのデザイナーズ・ブランドにも取り
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入れられ、ネクタイやスカーフのデザインにも翻案されたように、国際的に

も広く認知されるようになっているのである。

3　ブロト儀礼の分類

(1)オボニンドロナトの視点

ブロト儀礼の目的論的解釈の問題についてはすでに触れたが、以下では本

稿の主題となるプロト儀礼の分類体系に関して、より詳しく従来の研究を検

討する。すでに述べたように、ベンガルのプロト儀礼の多様な性格に注目し

て、初めてその体系的な記述を行ったのは、詩人タゴールの甥にあたるオボ

ニンドロナト・タクルである。彼は、今日では古典的な著作となった『ベン

ガルのプロト』の中で、プロト儀礼が、 3つのカテゴリーに分類できること

を論じている[Thakur 1943:5-7】.この時の分類は、 ①経典のプロト(サンス

クリット語で書かれたヒンドゥー教聖典:シヤーストラ)、 ②既婚女性のプロ

ト(ナリ・プロト)、③少女のブロト儀礼(クマリ・ブロト)であった。これ

は、より厳叡こ言うと経典のブロトとそれにとらわれない女性たちによって

行われるブロトに大別され、後者はさらに既婚女性が行うものと、未婚の女

性が行うものとに区分される。これを図-1にまとめると、以下のようにな

る。

図-1オボニンドロナトのブロト儀礼の分類

プロト儀礼　　　　　経典のプロト(シャ-ストラのプロト)

I-　女性のプロト

少女のプロト(クマリ・プロト)

既婚女性のプロト(ナリ・プロト)

ヒンドゥー教徒の社会規範を規定したサンスクリット語の文献である『マ

ヌ法典』は、女性が儀礼を開始するた糾こは、それが未婚の女性であれば父

親に、既婚者であれば夫に、寡婦であればその息子に、儀礼の開始の許可を

得るように求めている。これとは対照的に、ベンガルのプロト儀礼では、女
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性の意志に基づく自由な参与が可能なものが多い。このような「経典(サン

スクリット語の聖典)」の儀礼と対比される村落のプロト儀礼という観点は、

このオボニンドロナトの指摘によって、その後のプロト儀礼に関心を持つ多

くの研究者の問で認められるものとなった。オボニンドロナトは、実際には

このような経典的か非経典的かといったプロトの区別は現実には難しいもの

であると考え、むしろ実際のプロト儀礼は、部分的に「経典」の影響を受け

つつ、一部には「純粋なブロト(カティ・プロト)」の要素を残しているとい

った状態であると述べている。これらの分類に従うと、クマリ・プロトがよ

り純粋な形態を多く残し、既婚女性のプロトには、 「経典」で規定されたブロ

トの要素が多く含まれているという違いも指摘されている。しかし、ベンガ

ルのプロト儀礼が、サンスクリット語の「経典」に描かれる儀礼的な規範と

対比的な性格を持つとする理解は、その後の多くの研究者によって注目され

るようになった。例えば、ションコル・シェン・グプトは、特に経典に規定

されたブロトに対してそれにとらわれない女性によるプロト儀礼を対置させ

て、 「経典」のプロトと伝承されるプロト(プロチョリト・プロト)の区分を

強調している【Sengupta 1970:100-1】。

ところで、オボニンドロナトが、女性の行うプロト儀礼を、 「経典」の儀礼

から分離させて独自な儀礼領域としたのは、後代のバラモンの聖典学者によ

る潤色を受けた儀礼と対置させることで、女性の儀礼の中により古層のベン

ガルの儀礼伝統を見出そうとしたためであった。特にオボニンドロナトは、

少女の儀礼(クマリ・プロト)であっても、経典儀礼によって後に潤色され

る要素があることを認めながら、そこにサンスクリット語の経典が編纂され

る以前の、古来の儀礼伝承が残存しているという視点を強調した15。ここに

は、オボニンドロナトの独自の文化史-の視点が指摘できる。彼の視点は、

いわば、現在観察されるプロト儀礼を、すべて過去に存在したと想定される

理想的な姿の残像と捉える点で、逆説的な進化論的図式に基づいていたと言

えるのである。

(2)分類の体系

このようなオボニンドロの先駆的な研究を踏まえることで、その後、シュ
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ディル・ロンジョン・ダスは、 『ベンガルの民俗宗教』 【Das1953】や『民俗宗

教の儀礼』 【Das 1958】などの一連の著作で、ブトロ儀礼の体系的な分類を試

みた。ダスは、特にオボニンドロナトの著作をブロト儀礼の学術的研究の嘱

矢と位置づけて評価すると同時に、より実証的で包括的な研究の必要性を指

摘した。実際のプロト儀礼を分析する際に、ダスは、経典的な要素は現実の

多様な儀礼の中に交じり合っており、それを厳密に区分することは難しいと

述べているが、やはり少女の儀礼(クマリ・プロト)が、非ア-リヤ文化の

要素を多分に含んでいると述べた。従来、 「素朴な儀礼」と見なされた少女の

儀礼に、むしろ古代の宗教的な伝統が純粋な形で見られるとする。このよう

な見解は、プロト儀礼が古代の一種の疑似科学であり、自然-の適応の手段

としての一定の合理性を持つ体系であると考えた、ビノエ・ゴーシュの観点

にも繋がるものといえるだろう16。

ダスは、ブロト儀礼の分類に関しても、経典的プロトと非経典的プロトと

を対置させることで、前者をア-リヤ文化(ヴェ-ダなどのインド古代文明

を導いたと考えられる印欧語族の文化)、後者を非ア-リヤ文化(ドラヴィダ

語族系統などのア-リヤ文化流入以前の文化)を代表するものとして整理し

た。更に非経典的ブロト儀礼を男性の行うプロト(プルシャリ・プロト)と

女性の行うブロト(メエリ・プロト)に区分し、後者を更に、娘の行うプロ

ト、既婚女性の行うプロト、寡婦の行うプロトの3つに区分することで細分

化した。これらの区分を図示すると、図-2のようになる。

図　　　　S.R.ダスのプロト儀礼の分類

プロト儀礼　　・経典的ブロト

I-非経典的プロト

l-男性のブロト

I-女性のブロト一一少女のブロト(クマリ・プロト)

l ・・既婚女性のプロト

ト・寡婦のプロト
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図のように、分類に男性を加えることなどで、農村部で実践されるブロト

儀礼をジェンダーの視点を含めて包括的に整理しようとした点で評価できる。

また、ア-リヤ文化と非ア-リヤ文化という形で、インダス文明に遡る南ア

ジア文明史の中に、広く儀礼の歴史的背景を位置付けた点も注目される。し

かし、基本的にはオボニンドロナトの経典と非経典的儀礼の対比を越えるも

のではなかった。

このような中で、 1998年に刊行されたシラ・ボシヤクによる、 『ベンガル

のプロト儀礼(Bangla Brataparbad』は、口頭伝承を中心に地域ごとに多様

なプロト儀礼の資料を検討し、体系的なブロト儀礼論を試みたものとして重.

要である。ボシヤクは、今日の酉ベンガル州では民俗文化研究が盛んな研究

施設のひとつであるコツラニ大学の民俗学部の助教授であり、本書は発刊さ

れるとすぐに、ベンガルでは権威のある文学賞であるアノンド賞を受賞した。

ベンガル人によるブロト儀礼研究も踏まえた、今日の現地の研究者による代

表的なプロト儀礼論となっている。この中でボシヤクは、プロト儀礼を単に

ベンガル地方の民俗伝統と見なすのではなく、広く南アジア全域に分布する

女性に関わる儀礼伝統として、整理している点で興味深い。いわば、南アジ

ア世界におけるブロト儀礼の地誌的研究の集大成の試みとなっている。この

ようなボシヤクの提示したブロト儀礼の分類をまとめると、図-3のように

なる。この図からもあきらかなように、よりジェンダーの構成には注目が払

われてはいるものの、その分類の基本的な枠組みは、オボニンドロナト以来

の文字伝承と口頭伝承との対比という既存の分析視点を越えるものではない。

たとえ資料の渉猟が広範で通文化的なものであったとしても、インテンシブ

な儀礼の内在的な理解という意味では限界が指摘されるだろう。サンスクリ

ット語を理解し、歴史的な検証が可能な研究者の視点では明白な分類体系も、

それを実践する当事者にはどのように認識され、一連の行為体系として実践

されているのかという点では、なお検証の余地が残されているのである。
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図一3　シラ・ボシヤクのプロト儀礼の分類

プロト　　　　　経典的ブロト

I-　非経典的ブロト

男性のプロト

男女共通のプロト

女性のプロト　　　　　少女のブロト

l-　既婚女性のプロト

I-　寡婦のプロト

I-　共通のプロト

(少女・既婚女性・寡婦)

4　調査地の概況

本稿で事例としている調査村は、西ベンガル州ボルドマン県モンゴルコー

ト地区のキログラム村(Kshiragram, J.L.No.127,128 and 129)である。ボル

ドマン地方は、インド東部のベンガル地方でも肥沃な水稲耕作地帯としてム

ガル朝の時代からその名を知られていた。調査地は、このボルドマン県でも

東部の生産性の高い農村地帯にあり、冬作を主体とし二毛作やラビ作も可能

な農業村落となっている。この村は、中世の聖者チャイタニヤで知られるマ

ヤプール・ノボディープからわずか30キロほどの地点に位置し、中世には

オッジョイ川の河口の港としても栄えたカトワからも近いという地の利を有

していた。このモンゴルコート地区の中心地もオッジョイ川の港町であった

モンゴルコートにあるが、ここは中世にはウッジャインと呼ばれ、様々な『吉

祥詩(モンゴル・カッボ)』にその名が登場する。とりわけ、モノシャ・モン

ゴルのヒロイン、べフラの結婚式が行われる所として、このウッジャインの

町が言及される。隣のブロック(行政地区)には、チャイタニヤが巡礼で訪

れたコルイ村もあり、この地域が中世から豊かな文化が花開き、栄えていた

ことをうかがわせる。

村落は、 18のカースト集団から構成されており、人口は4,263人(1991年

センサス)である。内訳は、男性2,191人、女性2,072人であり、世帯数は
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729世帯を数える。また、指定カースト成員の人口は1,930人、指定トライ

ブは28人になる。指定トライブ人口は、すべてサンタル人であり、主に独

立後に季節労働者が定着し居住人口となった。村落のカースト世帯別人口構

成を、次の表-1に提示している。人口規模からいえば、カーストの分布も

平均的であり、ベンガルにおいては中規模の村落といえるものである0

調査村の人口構成を見ると、三つの勢力が顕著である。すなわち、村落社

会における支配的な土地所有カーストであるウグロ・コットリヨ

(伽-Ksha叫叩)が最大の人口規模を有し、次に村落での主要な労働力を

提供するバグディ・カースト(JBagth)がそれに続き、さらに村落寺院やそ

の他の宗教儀礼を主導するバラモン階層が第三の人口規模を有している。こ

れらの主要な三つの集団を合計すると　480世帯となり、これは村落全体の

13%を占めているOこの3つの集団は、それぞれに特徴的な性格を有しなが

ら、村落社会の中で不可欠の相互依存の関係に置かれている。そのため、次

にこの3つのカースト集団について、その関係を概観してみたい。

義-1　キログラム村のカースト構成

カースト名　　　　　伝統的職能　　　今日の主な生業　　　　世帯数

ウグロ・コットリヨ

ジャナ・アグリ

シュタ・アグリ

バグディ

バラモン

ムチ

ゴェラ

バウリ

タンテイ

ドム

サンタル

クシャトリヤ　　　　地主

(武人階層)

133

雑役・駕托かき　　　農業労働　　　　　178

司祭　　　　　　　　司祭・地主　　　　　85

皮革カースト　　　　農業労働　　　　　　71

牛飼いカースト　　　牛飼い・農業　　　　50

雑役全般　　　　　　農業労働　　　　　　1 1

機織カースト　　　　機織・農業　　　　　　7

火葬・死体処理　　　農業労働　　　　　　　6

少数民族　　　　　　農業労働　　　　　　　6
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シュットロドル　　　大工カースト　　　　大工

カヤスト　　　　　　書記カースト　　　　地主

べネ　　　　　　　　香辛料商人　　　　　お菓子屋

バリ　　　　　　　　清掃・産婆　　　　　農業労働・産婆

ナビト　　　　　　　床屋カースト　　　　床屋

バイテ　　　　　　　太鼓叩きカースト　　太鼓叩き

モエラ　　　　　　　お菓子作りカースト　商店

マラカール　　　　　花輪作りカースト　　花輪作り

シュンリ　　　　　　酒作りカースト　　　酒作り

4

3

3

3

3

3

2

2

1

合計　　655

この3つのカーストの関係を概観すると、次のようになる。村落のバラモ

ン司祭の世帯は、いわゆる「ジャジマニ関係」において、ウグロ・コットリ

ヨとの緊密な儀礼的・経済的関係を結んでいる。各ウグロ・コットリヨの世

帯は、ジャジマンとして、一族の司祭(kula-purohita)との世襲的な関係を

結んでいる。儀礼的権威を体現するバラモン司祭は、村落祭紀において宗教

儀礼を主導する立場にあり、その主要なパトロンは、この村落の最大の地皇

勢力であるウグロ・コットリヨとなっている。また、バグディ・カーストは、

村落地主であるウグロ・コットリヨやバラモン世帯との継続的な雇用関係に

置かれている。その関係は、かつては小作人や年季奉公人としての世襲的形

態が多くみられたが、今日では農業労働者としての日雇い形態が中心となっ

ている。村落の最大の地主勢力のウグロ・コットリヨに対して、ここではバ

グディ・カーストは、村落地主に労働サーヴィスを提供する、土地無し世帯

として対比的な関係にある。同時にバグディ・カーストは、村落内の指定カ

ースト集団としては最大の規模を誇っており、カースト的地位において最上

位に立っバラモン司祭に対しても、儀礼的な対比関係に置かれている0

また、村落の地理的構成を見ると、村落寺院であるジョガッダ女神寺院を

中心としてバラモンの世帯が集中し、その周りをウグロ・コットリヨが、さ

らにバグディ・カーストやその他のサーヴィス・カーストが同心円状に取り
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巻いていることがわかる。さらに村落の周辺部には、ムチやパウリなどのよ

り低位のカースト集団が散在している。このような地理的分布と対応するよ

うに、村落内の社会的・宗教的な役割も、中核となるバラモン司祭から、周

辺的な役割の低カースト-と分散しているのである。

これらのことは、特にバラモン司祭を中心とする村落における家庭祭紀の

実践体系が、豊かに組織され、また今日に至るまでも強固に保持されて来た

事情を説明する。この古い女神寺院を中心とした調査地の特殊性が、ベンガ

ルの農村社会においても、例外的に多様なブロト儀礼の実践体系を構成し、

各世帯が競合する緊張感のある実践体系として、今日までも伝えることを可

能としている。したがって、このような複雑に構成されるブロト儀礼の実践

体系は、ベンガル地方でも珍しい事例である点は注意すべきであろう。言い

換えると、シラ・ボシヤク【Basak 1998】のような地誌的な資料の一般化では

なく、この儀礼の持つ宗教的実践のもたらす意味が最も先鋭化された形で提

示されているという意味で、民族誌的資料としての価値を見出すこととなる

であろう。より具体的には、次の4つの観点が指摘できる。

第一は、村落のジョガッダ女神寺院を中心に、祭紀に奉仕する9家の大き

なリネ-ジに分かれる寺院司祭(セバイト司祭)の存在が、儀礼規範の維持

に大きな役割を果たしていること。第二は、それぞれのバラモン司祭の家が、

村の最多数を占める地主眉であるウグロ・コットリヨをジャジマンに持つこ

とで、財政的な基盤を維持することが出来たこと。第三は、村落寺院の祭紀

組織が、村落社会の強固な基盤として維持されており、それはザミ-ンダー

リー制度廃止によっても、なお存続していることoそして第四は、村落の様々

な祭紀が、この寺院儀礼によって強力に統合され維持されていることである。

そのため、特定の大きな家が没落するということなしに、細分化されたバラ

モン司祭の家で、村落の儀礼伝承が維持されると同時に、その司祭の家では

娘たちに今でも熱心にこれらのプロト儀礼を行わせているのであるo調査地

がヒンドゥー教のシヤークタ派の聖地である女神の聖地(ピート・スタン)

として、古くから信仰を集める古い寺院を擁しているという特殊な事情が、

このような事態を可能としていることは間違いないであろう17。
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5　ブロト儀礼の普及本について

次に、先述のプロト儀礼の普及本について検討する。この普及本は、儀礼

の所作そのものよりも、より多くブロト儀礼に際して語られる説話的な物語

を採録するテキストからなっている。すなわち、ベンガル語で一般に「プロ

トの物語(ブロト・コタ)」と呼ばれる口承文学のジャンルがそれであるoこ

れらの普及本に採録された説言朗勺な物語(ブロト・コタ)の内容を、それぞ

れに突き合わせてみると、いくつかの興味深い点が指摘できる18。

ひとつは、主要な物語に関しては、驚くほどその内容の共通性を見て取る

ことができることである。例えば、ラクシュミ-女神の物語やショステイ女

神の物語のように、ベンガルで広く知られたプロトの物語については、細部

の描写や会話の口調が異なっているだけで、そのストーリーの基本的な枠組

みは、非常に類似性の高いものとなっている。因果応報などの主題を伝える

説話集として眺めれば、ほとんど共通する伝承系統から派生する物語群とし

て捉える事も可能である。このことは、カルカッタ本とダッカ本とにおいて

も異なるところはない。

また、これらの現在入手できる普及本はすべて、いつどの地方のどのよう

な人物からの採話であるのかがまったく記されていない。ここには、活版印

刷が普及される以前の、ナツメヤシの菜などに記述された古文献と同様の匿

名性が指摘できる。すなわち、現在残されているこれらの普及本から、ある

時期にある地方で影響力を持った物語やその語り手の存在を想定する事は、

困難であるといえる。活版印刷による普及本の流布に際して、アシュトシュ・

モジュムダルなどは、あくまでも編者として関与しているのである。しかし

同時に、このような普及本の一般化という現象自体が、現在ではこれらの物

語の民間での伝承にも、大きな影響をもたらしていることには注意しておく

必要があるだろう。

この点に関して、村ではすでにこのようなブロト儀礼を完全に暗唱して物

語る者はいなくなっていることが挙げられる。村の母親が、娘などにプロト

儀礼を教える場面でも、このような普及本を手引きとして、マントラを暗唱

させることが多くなっている。また、プロトの物語に関しては、一連の儀礼

の最後の満願に際し、司祭を招いてそれを聞くことが最も一般的な形である。
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そのため、たいてい村の司祭は、ドウルガ・プジャで『チョンディ』を朗唱

するように、これらの普及本を利用して、村人に物語るのである。ただし、

これらのことは、時に複雑な構成を持つプロトの物語とマントラに関して言

えることで、儀礼の所作や儀礼の次第、祭具に関しては、逆に、これらの普

及本とはまったく異なる所作や祭具が、村の古くから伝えられた様式として

伝承され、儀礼に用いられている。

確かにプロトの物語の中には、特定の禁忌や祭具が何故必要となるのかを、

物語の中に織り込んで説明することが多い。しかし、実際には村人の多くは、

それを意識して儀礼を行うことは少ない。儀礼を主導する司祭においても、

個々の儀礼で用いられる祭具や儀礼次第について明確な知識を持ちながら、

プロトの物語に関してはほとんど知識を持たない場合も多い。ブロトの物語

は、確かにプロト儀礼の一部を構成しているが、村人にとっては、その物語

の内容が必ずしも直接に儀礼次第と対応するものとして意識されたり、語ら

れたりする訳ではない。このことは、女性たちが、個々のブロトに対して決

められた、特定の食物や水-の禁忌を明確な知識として持ち、実践している

こととは対照的である。その儀礼の祭具や所作は、むしろ伝承する女性によ

って異なるという多様性をみせ、普及本の記述とも異なり、母親から受け継

いだ所作を守る者が多いのである。

ところで、これらのブロト儀礼に関わる普及本のうち、轟も広く流布し評

価が高いのはアシュトシュ・モジュムダルの『女性たちのブロト物語

{Meyeder Bratakatha )』であるoその理由は、一般の人々への手引きと

して、活版印刷の普及本として流布しているプロト儀礼のテキストの中では、

比較的初期のものであり、これらのテキストの中では、唯一、通年分類のみ

でなく、担い手などによる内容分類が試みられている点、さらに、この本に

採用されている物語の語りの一貫性とその味わいといったものが指摘できる

からである。物語の語り口調は、いかにも村の古老が口伝えにしているまま

に再現したという趣があり、 『プラ-ナ』などの古典サンスクリットの話やバ

ラモン自身による潤色も比較的少ないように思われる。それに対して、最近

出版されている本の多くは、教訓的なストーリーの強調など女性や子供向け

に意識的に編集されている部分が多く指摘される。
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6　ブロト儀礼の通年構成

(1)普及本と調査地の事例

現在、一般に入手できるベンガル語で書かれたブロト儀礼に関わるテキス

トとして、 8種類のテキストを分析に用いた。そのうち、コルカタ(カルカ

ッタ)刊行のものが7点、ダッカのものが1点である。先述のように、英領

期からベンガルの一般の人々のための手引きとして、これらのテキストの編

纂が進められた。今日一般に広く普及しているこれらのテキストは、学術的

なものではなく、実際に儀礼を実践する女性たちやそれを指導する司祭のた

めの手引きとして書かれており、廉価で入手できる普及本となっている。口

承で、随時、地域ごとに伝承されていた物語やマントラ、さらには儀礼の所

作や用いられる祭具などを細かく記述し、一冊の説話集、及び儀礼の手引き

書として編集され、まとめられている。そのため、これは現実のプロトの語

りや所作をそのまま忠実に記録したというよりは、一般向きに編集し直され

理想的な姿に手を加えられた結果となっている。

表- 2では、これらの普及本ごとに掲載されブロト儀礼の内容を批判的に

検討するため、年間に12の月の巡りに従って分類し対比的に提示したもの

である。表の最後には、分析に用いた8種の普及本のリストを掲げている。

また、リストの最後のIは、調査村で実際に観察されたプロト儀礼の項目を、

これらの文献に現れたブロト儀礼の韓日とつき合わせ、対比したものである。

表中の<○>は、普及本に記載されている、あるいは調査村で実践されてい

ることを示す。また、参考にベンガル暦による季節の区分と、それに対応す

るおよその西暦を表- 3にまとめた。

表-2　プロト儀礼の通年構成

プロ ト儀礼 A B C D E F G H I

ポイシヤク月

1 ホ リシユ .モ ンゴル .チ ヨンデイ

h aris-m an gak ca n di

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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2 シプ . ブロ トsib -bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 聖なる池のプロトp uny ip u k ur ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 10 の人形のプロトdasp utul ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ビシユヌ神の御足のプロ トh arica ran ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 オ ツショット樹の菓 a sh w a tth a -p a ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ フ̀

7 牛飼いのプロトg ok ul-baraね ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 世界のプロ トp rith ibi-bara ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ゴチヤノ . プロト(果物′稲)g ach an o -bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 隠 された宝のプロトg up ta dha n -bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ll 日々のシンドゥI ル n ity a s in d ur-,ムm ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

12 シ ヨンダモニ.プ ロトsan d dh ya m an r hm 由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 バナナと豆のプロトk a la ch ara -bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ショウガとターメリックのプロト

a da・ha lu d -bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ルプとターメリックのプロト

rup -h alud -brata

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 玉座に遊ぶプロトa dar-sin ha sa n -bara ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 不壊のシン ドウール′果物′壷のプロト

ak h say sm d ur/p h al/g h a tbra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○

18 蜜′ギー′漬物′鏡のシヨンクランティ.プロト

m a 血̀u/g ri t/cha tu/d arp an s an kran ti-bra由

○ ○ ○ ○

19 テジユ . ドルボン .プロトterd arp an bra由 ○ ○ ○ ○

2 0 ジヤチャボン .プ ロトiaca -p an bra ta ○ ○ ○ ○

2 1 英子′蓮′果物のポイシヤク月満月のプロト

m isti/p a dm a/p h aV ba isha k hip urn im a

bra ta

○ ○ ○ ○

22 シヨロ . コラ .プ ロトsala -k a la bra ta ○ ○ ○

23 不壊のクマ リ′トウリティヨのプロト

ak sh ay -k um a rifrri .軸 bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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24 水′ご飯′果物のシヨンクランティ

jal/an na/p h als an kran ti

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 ポイシヤク .チ ヨンバク .プ ロト

B aish ak h ca np ak brata

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 エ ヨ . シ ヨンクランティ

era san k ra n ti brata

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 ポンチョムリト.プロトp an ch am rit bra由 ○

28 シヨンポ ド.ナ ラョン .プロト

sanp a d n aray a n brata

○

ジョイシユト月

29 森のシヨステイ ara ny a S as th i ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 チヨンデイ女神の勝利 jay -M a ng alcan di ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 1 チ ヨンパ と白檀のプロ ト

canp a can dan -bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○

32 モンゴル . シ ヨンクランティ

m ang als an kran ti

○ ○ ○ ○ ○

3 3 ジ ヨシシユト.チ ヨンバクカ唱isth a -canp ak ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 サビ トリ .チ ヨトウル ドシ

sa bitn -cturdda sh i

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アシヤル月

3 5 ビポツタリニ . プロトbip a ttah n i-bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 6 モノロ ト. デイティヨ . プロト

m an ora th d w i,如 bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 サー ト.ポ ンチョミsa t-p an ch am i ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 シヨンコト .モンゴルバレル . プロト

san k atm ang a lbarer bra ta

○ ○ ○ ○ ○

39 ビビヨシユポット. シヨプ トミ.プ ロト

bibas w a t sap ta m ibrata

○ ○ ○ ○ ○ ○

40 オンプバチ .プ ロトam bh uba ci-bra ta ○
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スラボン月

4 1 ロ トン . シヨステイ lotan -Sa sth i ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 モノシャ女神のプロ トm a n asa -bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バ ドロ月

4 3 ラクシユミー女神の祭紀 L a血 ムm ip uja ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 チヤプラ .シ ヨステイ cap ra -S asth i ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 5 ジ ョンモオシユ トミ .プ ロト

m n m a sth am i一bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 ラダオシユトミ .プ ロト

ra dh astha m i-bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 ドゥルポシユ トミ .ブ ロト

d urbbas th am i-bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○

48 タールノポミ . プロトtaln aba m i-bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 オノント. チ ヨトウル ドシ . プロ ト

an an t ca turd dashi b ra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アツシン月

50 コジヤゴリ . ラクシユミー女神の祭紀

k ojag ari L aksh m ip uja

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 1 ドウルガ女神のシヨステイ D urg a S asth i ○ ○ C〉 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 シ ョウバツゴ .チ ヨトウルティ .プ ロト

sa ubh agy a ca turth i bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ジタシユ トミ lプ ロトjitas th am ir bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カルテイツタ月

54 ラクシユミー女神の祭把 L a ksh m ip uia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ジヨムプクル .プロ トja m p uk ur-brata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

56 クル .クルティ . プロ トk ulk ulti-bra ta ○ ○

57 ポ ク .ポンチョミ . ブロト

b akp an cham i一bra ta

○ ○ ○ ○

58 ポイ タン トウ .チ ヨトウル ドシ ○ ○ ○ ○
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baik un th -caturd dash i

オ ツガン月

5 9 クシエトロ . プロトk sh etra b ra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 0 ムロ . シヨステイ m u la S asthi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 1 k alui M an ga lca n dL働 ulaiM ang alca n di ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 シ ヨンコット.モ ンゴルバル

san k at M an g,冴蝣lb arer ka th a

○ ○ ○

6 3 ナ タイ .モ ンゴルチヨンデイ

n a taiM ang ak ca n di

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 4 セジユティ .プ ロトsenj utibra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 5 ラル ドウルガ .プ ロトR ald urga bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 6 イ トウル . プロトitur bra ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 7 マ . ゴ ト .シ ヨステイm a -g oth a S ash ti ○

ポ ウシユ月

68 ラクシユミー女神の祭紀 L ksh m ip w a ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 パ タイ . シヨステイp atar S asthi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70 シユオ . ドゥオル .プ ロトs uy o d uy or bra由 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 1 トウシユ . トウシユリ .プ ロト

tu ns -tush bra ta

○ ○ ○ ○ ○ ○

7 2 ラル ドウルガ .プ ロトR ald urg a bra ta ○

蝣? >/ n

73 シ トル . シヨステイ sh ital-S asthi ○ ○ ○ . ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 シ ヨンコ ト.モンゴル .チ ヨンデイI

S an ka t -M ang alcan di

○ ○ ○ ○ ○

7 5 ラル ドウルガ .プ ロトR ald urga bra ta ○

76 ポイ ミ .エカ ドシ .プロ ト

hh a im iek a dashi brata

○ ○ ○ ○ ○ ○

フアルグン月

77 シヴァラ トリ .プロ トsh ibra tn ムm ta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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78 ラル ドウルガ lプ ロトR ald urg a bra ta ○ ○

79 ゴビン ド. ダ ドシ . プロ ト

g obin d d w a dashi bra ta

○ ○

チョイ トロ月

80 ラクシユミー女神の祭紀 L a ksh m ip uja ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 1 オシヨク . シヨステイ A sh ok s asth i ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 ニール . シ ヨステイ n ilS a sth i ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 ラム . ノボミ .プロ トram n aba m i brata ○ ○ ○ ○ ○ ○
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I:調査地で観察されたプロト儀礼
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表-3　ベンガルの月と季節の対応

季節の名前　　　　　　　　ベンガルの月の名前　　　　　　西暦の月

夏季(グリショ・カル)

雨季(ボルシャ・カル)

秋季(ショロト・カル)

露季(-モント・カル)

冬季(シト・カル)

春季(バショント・カル)

ポイシヤク

ジョイシュト

アシヤル

スラボン

バドロ

アッシン

カルテイツク

オッガン

ボウシュ

マグ

フアルグン

チョイトロ

4-5^

6-7月

8-9月

10-11」

12-1月

2-3月

表-2に掲げられたプトロ儀礼のリストに基づいて、初めにいくつかの例

を具体的に検討したい。それぞれのプロト儀礼のうち、それを掲載した本に

よって、儀礼についての解釈が異なるため、分類の仕方に異同が見られるも

のがある。例えば、エヨ・ションクランティやニット・シンドウール・ブロ

トなどは、チョイトロ月の「ションクランティ(ベンガル暦の最終日)」に始

まり、毎月の最終日であるションクランティごとに、 12ケ月行うのが本来の

姿と考えられている。しかし、多くのプロト儀礼書では、これを特にポイシ

ヤク月の儀礼として言及している。一般には、月ごとにバラモン司祭を招き、

たくさんの供物を用意してこれらの儀礼を毎月行うのは困難なことが多く、

調査地でもこの儀礼は1年に1度、ポイシヤク月に行えば良いとされている。

多くの鹿礼書で、この儀礼がポイシヤク月に編入されているのは、このよう

な事情を反映したものと考えられる。

また、調査地で観察された儀礼の中で、このような儀礼書のどの儀礼に厳
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密に対応するのか不明な儀礼も見られたOそのうち、オンプバチ・プロトは、

ことにアッサム地方における農村部の女性の習俗と結びついて、つとに知ら

れている。調査地においてもこのオンプバチのプロトは、寡婦(ビドワ)が

行う断食として、重要である。女神の聖地の総本山とも目されるゴーハティ

ーのカマッカー女神寺院(カーマ-キャー女神寺院)では3日間の断食が守

られるが、調査村では一日のみの断食が課せられる。

また、ニット・シンドウール・ブロトやカルテイツク月のジョムプクル・

ブロトのように、かつては調査地で行われていたが、調査の時点では、もう

廃れて行われなくなってしまっている儀礼もある。これについては、表の中

では<△>の印で表している。さらに、調査地で聞き取りを行った資料には、

ジョム・プクルのように、若い頃には行っていたが今では行われなくなった

という事例もある。その場合には、可能な限りその話から、かつての儀礼の

再構成を試みるようにした。また、オッショット・バク・ブロトは、村落の

ガ-チ・プジャ(祭紀)との類似性が認められるため、 <?>で表示し、対

応させた。しかし、一般にはオッショトの薬を頭頂にいただき、未婚の娘た

ちが毎朝休浴を行うオッショト・パタ・プトロは、厳密にはガ-チ・プジャ

とは異なっている。村落でのガ-チ・プジャは、一般に既婚女性が担い手と

なることが多いが、その担い手の制限はないこと、村の定められたオッショ

ト樹の根元の祭壇で行われること、そして、毎朝この樹木の根元の祭壇に休

浴の水を掛けて、オッショット樹-の休浴を行うなどの点で、微妙に異なっ

ている。ともかく、細部の異同にも関わらず、調査地で実際に行われている

儀礼が、儀礼書の上ではどのように対応しているのかについては、この表で

一定の対比が可能となる。ただし、寡婦のブロト儀礼に関しては、特定の年

中行事としての儀礼以外は、このような普及本に具体的な儀礼として言及さ

れないことが一般的であり、独立した儀礼群を構成すると認識されている場

合が多い。そのため以下では、調査地の資料に基づいて、寡婦のプロト儀礼

の体系を検討する。

(2)寡婦のブロト(ビドワ・プロト)

ヒンドゥー社会における寡婦(ビドワ)の立場の厳しさは、つとに知られ
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ている。たとえ年齢は若くとも、ひとたび夫を亡くして寡婦となったら、老

齢のお婆さんと同じように、ひたすら神を紀る清貧の宗教生活に入らなけれ

ばならないとされる。美しい色柄のサリーを身にまとうことも出来ず、腕輪

や耳飾りなどの装飾品で身を飾ることも許されない。食物の禁忌も非常に厳

しく、基本的に肉類や魚類などの一切の殺生が戒められるoそれだけでなく、

インド料理のスパイスとして欠かせないニンニクやタマネギなどの根菜類も

忌避される。いわば、美味で栄養価の高い高級食材の多くを断つという意味

で、恒常的に断ち物をしているともいえる。そのため、調査地では、寡婦の

取る食事は、必ず別に作られており、それが単なる食事内容の規制に留まら

ないことは、料理に伴う接触の忌避の慣行からも窺える。

例えば、世帯に寡婦がいる場合には、必ず他の家族成員と異なる食器や鍋、

そして包丁などの調理器具を用意する。すなわち、すでに肉の料理に用いら

れて包丁を使うと、その不浄性が包丁を通して菜食料理にも移されてしまう

と考えられ、浄性の高い菜食料理(ニラミス)を用意するために、その調理

署旨具さえも浄性の維持が求められるのである。あるいは、結婚式などの儀礼

的機会には、このことは顕著になる。寡婦は晴れがましい結婚式の表舞台に

出る事はない。もちろん会場に参加することは出来るが、既婚女性の活躍す

る婚姻儀礼とは別に、寡婦のためだけに用意された菜食料理(ニラミス)の

食事の席で、ひっそりと食事をとる。豪華な料理のでる親族たちの宴で、席

をともにすることはできないのである。そのために、 19世紀のベンガルの社

会運動家であるイッショル・チョンドロ・ピッダシャゴル仕svarchandra

Vidyasagar, 1820-1891)は、当時の保守的なヒンドゥー社会に対して、この

ような寡婦の再婚を強く勧め、その啓蒙活動を通して当時の女性たちの地位

向上に尽力した。

ともかく、このように普段から禁欲的な宗教生活を送っている寡婦に対し

ては、特に数多くのプロト儀礼が求められている。しかし、ここでは普及本

などでも盛んに紹介される少女のプロト儀礼や、既婚女性の行う多様で華や

かなブロト儀礼とは大きく異なり、基本的には様々な種類の断食(ウポバシ

ュ)の実践を中心とした禁忌の体系と言う色彩が強くなる。このような寡婦

のプロトとして、最もポピュラーなものは、月に2度の自分と黒分の11日
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に行うエカドシ・プロト・ウポバシュがある。これは、ほぼ毎月2度訪れる

月の11日目に、ほぼ24時間に渡り、完全な断食を行う。この断食では、理

想的な形では一切の水を飲むことも忌避され、自らの唾を飲みくだすことも

避けることが理想とされる。さらに、この11日目の断食に加えて、多くの

寡婦は、新月の断食(アマバッシャ・ウポバシュ)と満月の断食(プルニマ・

ウポバシュ)を守ることが多いO　これをすべて遵守すると、九一日の間、水

も飲めない完全な断食を守る日が、毎月4日以上に渡ることになる。そのた

め高齢の女性にとって、とりわけ酷暑のポイシヤク月などには、非常に過酷

な義務となるのである。

調査地の村人の多くは、これだけ厳しい禁忌が求められている理由を、ヒ

ンドゥー教聖典の教えに従うものだと説明する。すなわち、夫の死後におい

て、夫のために貞節を尽くすことで、その果報を願うというヒンドゥー教の

古来の教えに従うのだと説明する。しかし、調査地での寡婦によるブロト儀

礼の実践には、村落社会におけるその社会関係を反映した意味を指摘するこ

とが出来る。たとえば、寡婦によるプロト儀礼の実践は、特にバラモン・カ

ーストやクシャトリヤなどの調査地の上位カーストになるほど熱心である。

また、個々の世帯では、自分がどれだけ厳しい禁欲をこれまで実践してきた

かということが、むしろ誇りとして語られることが多い。すなわち寡婦にと

っては、亡き夫の遺徳というよりも、むしろ村落では誉れの高い寡婦の務め

を実践していること。そしてその事実が、寡婦の属する世帯や集落の成員に

よっても誇り高いものとして認識され、それが一族やカーストの名誉とも結

びつけられて理解されていることが指摘できる。つまり、寡婦がこのような

厳しい禁忌を守ることは、寡婦自身の名誉であり、さらにそれは寡婦が属す

るリネ-ジやカーストのステータスにも結びつけられて理解されるのである。

このような意味では、寡婦のプロト儀礼の実践を、単にヒンドゥー聖典の

教えに従うものとして、宗教的観念にのみ基づいて説明することは出来ない

だろう。村落社会における名誉や義務の観念など、寡婦によるブロト儀礼の

実践をめぐる社会的な意味付けが変化しないことが、 19世紀以来の寡婦の地

位向上運動にも関わらず、このような厳しい禁忌がいまだに廃れずに行なわ

れている理由を説明すると言えるだろう。
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7　ブロト儀礼の体系

(1)プロト儀礼の内容別分類

表-2で検討された、普及本の記述と調査地で見られる儀礼実践との対比

的な分析から、調査地のプロト儀礼の実践体系について、次の3点が指摘で

きる。第-は、一般の普及本が網羅的な儀礼のリストを提示しているにも関

わらず、現実に実践される儀礼項目は、それらの中から選択的に行われてい

ることである。例えば、オッコイ・トウリティヨの日に行われるプロト儀礼

群などは、その祭式で奉納される主要な供物の内容が、壷、シンドウール(紅)、

果物などのヴァリエーションを持ちながら、基本的には同一の儀礼次第を構

成している。これは、実際にはこのプロト儀礼でこれらの内容が網羅的に実

践されるのではなく、むしろプロトを行う女性の便宜を考慮して、このよう

な選択肢を普及本ではリストに加えていると考えられる。第二は、村落社会

などで行われているプロト儀礼の実践体系は、必ずしも儀礼書に描かれた網

羅的なリストに対応するものではないことである。一般にプロト儀礼は、そ

れぞれの季節を代表し、また多様な世代の担い手に応じた選択的な行為規範

を構成している。このことは、プロト儀礼の社会的な実践の意味を理解する

上で重要な示唆を与えている。特に、暦の始めのポイシヤク月と収穫期のオ

ツガン月に儀礼が集中して行われる傾向があり、儀礼リストで通年的な実践

が規定されていても、実際にはこの時期にのみ行われる場合も多い。第三は、

それにも関わらずプロト儀礼の様々な項目は、その担い手のジェンダーや世

代に応じて、一定のカテゴリーが識別されており、それに従って儀礼群と言

うべきものが形成されていることである。

以上のような普及本と調査地の儀礼体系との対比的な検証を通して、個別

のプロト儀礼の内容別分類を試みたものが、表-4である。これは、モジュ

ムダル版の普及本に現れたブロト儀礼の担い手と祈願の対象などの内容分類

を、調査地で実践される儀礼に対応させて類別カテゴリーとしたものである。

ここで提示された儀礼のカテゴリーは、 ①ラクシュミ-女神に関わるプロト

儀礼、 ②ショステイ女神に関わるプロト儀礼、 ③チョンディ女神に関わるプ

ロト儀礼、 ④少女のプロト儀礼、 ⑤女神祭紀以外の既婚女性に関わるプロト

儀礼、 ⑥寡婦のプロト儀礼、 ⑦その他の儀礼である。
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表-4　プロト儀礼の内容別の分類

プロ ト儀礼の分類

(D ラ ク シ ユ ミー女神 のプ ロ

ト儀礼

バ ドロ月のラクシユ ミー女神の儀礼

コジヤ ゴリ . ラ クシ ユ ミー女神 の儀礼

カルテ イツク月の女神 の儀礼

野のプ ロ トの儀礼

ポ ウシユ月 のラクシユ ミー女神 の儀礼

チ ョイ ツ トロ月のプ ロ ト儀礼

② シ ヨステ イ女神 の プ ロ ト

儀礼

オ ロンノ . シ ヨス テ イ (森 の シ ヨステ イ)

ロ トン . シ ヨス テ イ

チヤプラ . シ ヨス テ イ (土 塊 の シ ヨステ イ)

ドウル ガ . シ ヨス テ イ

ムラ . シ ヨス テ イ (大 根 の シ ヨステ イ)

パ タイ . シ ヨス テ イ

シ トル . シ ヨス テ イ

オ シ ヨク . シ ヨステ イ

ニール . シ ヨス テ イ

③ チ ヨンデ イ女神 のプ ロ ト

儀礼

1 2 月 の モ ン ゴル . チ ヨンデ イー

ホ リシ ユ . モ ン ゴル . チ ヨンデ イー

ジ ヨエ .モ ン ゴル . チ ヨンデ イー

クルイ .モ ン ゴル . チ ヨンデ イー

シ ヨン コ ト . モ ン ゴル バル

シ ヨン コ ト . モ ン ゴル . チ ヨンデ イー

モ ンゴル . シ ヨンク ランテ ィ

シユオ . ドゥオ の プ ロ ト儀礼

ナ タイ . チ ヨンデ イ

④少女のプ ロ ト儀礼 シ ヴァ神の プロ ト

聖なる池のブ ロ ト儀礼
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1 0 の人形のプロト儀礼

ビシユヌ神の御足のブロ ト儀礼

オショット樹の薬のブロ ト儀礼

牛飼いのプロ ト儀礼

世界のブロ ト儀礼

閤魔天の池のプロト儀礼

セジユティ .ブロト儀礼

トウシユ . トウシヨリのプロ ト儀礼

⑤既婚女性のプロト儀礼 毎月の終わ りの既婚女性の儀礼

果物を用いた儀礼

隠された宝の儀礼

毎月の終わりの蜜の儀礼

日々のシン ドウールの儀礼

シヨンダモニのプロ ト儀礼

爪を切るブロト儀礼

バナナや豆の儀礼

果物やバナナの儀礼

ショウガやターメリックの儀礼

ループやターメリックの儀礼

不壊の壷の儀礼

不壊の少女の儀礼

不壊のシンドウールの儀礼

不壊の果物の儀礼

玉座に遊ぶ儀礼

吉祥なる4 の儀礼

(◎寡婦のプロ ト儀礼 エカ ドシ .プロ ト. ウポバシユ (黒分伯 分の

11 日)

プルニマ . ウポバシユ

アマバツシャ . ウポバシユ
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オンプバチ .プロト

ラム .ノボミ .ブロト

⑦その他の儀礼 ラル . ドウルガの儀礼

モウニの新月の儀礼

ジタ . シヨステイの儀礼

毎月の新月の儀礼

モノシャ女神のプロ ト儀礼

イ トクのプロト儀礼

シヴァラ トリ .プロ ト儀礼

ビポツタリニ .ブロ ト儀礼

(2)プロト儀礼の分類体系

表-4の分類から明らかなように、一群のブロト儀礼は、大きく2つの系

統に類別される。すなわち、特定の女神祭紀の系統に屈するものと特定の儀

礼の担い手によって実践されるものである。より詳しく見ると、前者の女神

については、以下の3つの神格が挙げられる。すなわち、収穫や家の繁栄、

富を司どるとされるラクシュミ-女神に関わるブロト儀礼。出産や子供の生

育・安寧に関わるとされるショステイ女神のブロト儀礼。苦難や危機などの

災厄を防ぎ、家庭の安寧をもたらすチョンディ女神のブロト儀礼であるO　こ

れらはいずれも、多くの場合、担い手による世代の区別を持ち込まない。し

かし、実際にはそれぞれの世帯を代表する主婦頭(ギンニ)が儀礼を主導し

て行うという点で、世帯を基本単位としてその成員全体の安寧に関わる儀礼

となっている。そのため、結果として実質的な儀礼の主導者は既婚女性とな

ることが多い。また、特にショステイ女神は、出産や子供の生育に関わると

いう点で排他的に女性によって実践されており、そこに女性司祭によって主

宰される儀礼とそれに関わる既婚女性たちという形で、女性によって構成さ

れる社会関係が顕著に認められる。いずれにしても、これらのプロト儀礼は

女神祭紀に関わる調査地の年中行事や、毎月・毎週の決められた日時・曜日

に行われる女神祭紀の体系に組み込まれることで、周期的な儀礼として繰り
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返し再現され、継続性を持つことが特徴として指摘できる。

一方、後者の特定の担い手によって実践されるブロト儀礼を、さらにその

担い手によって細分化して見ると、少女、既婚女性、寡婦、その他の女性一

般という女性のライフサイクルによって区切られた儀礼カテゴリーが明らか

となるO　ジェンダーの社会的構成という観点で見ると、これはジェンダーの

役割を受容するステージと実践するステージ、そして夫の死後における果報

の実践という寡婦のステージとして把握することができる。このようなブロ

ト儀礼が、女性のジェンダーの役割に密接に結びつく形で構成されることで、

通常の年中行事としての祭礼や個人的な祈願に基づいて行う奉納儀礼とは異

なる、一群の儀礼体系を構成していることが理解される。また、これらの儀

礼は、一度始めたら、ポイシヤク月は毎日行うことや春と秋に対になって行

われるもの、また初年度から継続して4年間に渡り継続することが求められ

ることなど、一定の成立の要件を持つものが多い。また、ひとたび儀礼が完

結すると、儀礼の担い手は次の行為規範の云テ-ジに移行することとなり、

儀礼に課せられた課題が再現されることはない。このような意味では、これ

らの担い手によって区分される儀礼は、人生儀礼に関わる儀礼と〔て整理す

ることが出来るだろう。女性のライフサイクルとの関わりにおいては、特に

少女から既婚女性-の移行過程において求められる様々な少女のプロトの儀

礼体系が、この特徴を顕著に表している。同様に、エカドシ・プロトやオン

ブバチ・プロトなどは、特に寡婦に関わるプロト儀礼と見なされているので

ある。

ただし、主婦頭を中心とした女性一般が担い手となる、女神祭紀に関連付

けられたブロト儀礼や、男子なども含めて行うことが可能な、広い意味での

プロト儀礼なども存在する。また、ニット・シンドウール・ブロトやエヨ・

ションクランティなどの、既婚女性の行うブロト儀礼が、周期的に実践され

ている例も多いため、実際には両カテゴリーに重複して実践されるものも多

く見られる。すなわち、周期的な儀礼と人生儀礼という類別や、少女の儀礼

と既婚女性の儀礼という類別カテゴリーは、あくまでも分析的な体系として、

構成されるものである。以上のようなプロト儀礼の類別体系を図式化すると、

図-4のようになる.
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図-4　調査地のブロト儀礼の分類体系

ブロト儀礼 人生儀礼に関わるプロト-　少女の儀礼

l-　既婚女性の儀礼

I一　・'.'-.I:、- R:fL

I-　その他の儀礼

周期的な儀礼に関わるプロト

[-　ラクシュミ-女神

I-　ショステイ女神

l-　チョンディ女神

I-　その他の儀礼

まとめ

シュリーニヴァ-ス【Srinivas 1952】の定式化によって、南アジアのヒンド

ゥー社会におけるカースト的文化の多様性は、 「サンスクリット化」という概

念によって広く理解され説明されてきた。しかし、サンスクリット語で書か

れた経典によって代表される「サンスクリット文化」と、多様な地域社会に

残存する土着的な文化を意味する「非サンスクリット文化」の2項対立に基

づくこの文化変化の説明モデルは、その内部に入って仔細な観察を行うと、

実際にはあいまいな前提の上に成り立っていることが理解される。例えば、

本稿で取り上げたラクシュミ-女神のプロト儀礼は、本来バラモンの家庭で

のみ行っていたものが、徐々に他のカーストの女性たちによって模倣される

に至ったのか、あるいは自然崇拝として営まれていた周辺カーストの文化が

やがてバラモン司祭によって体系化されて取りこまれるに至ったのか、簡単

に答えを出すのは難しいのである。実際には、ラクシュミ一女神祭紀の多様

な構成を見ると、稲の実りに対する信仰は、広く東南アジア世界にも共有さ

れる稲作文化という広がりの中でなければ理解できない要素を含んでいる。

同時に、インド亜大陸の歴史においては、筆耕などの稲作技術や稲の加工技

術の中に、先住民族の文化であるオーストロ・アジア文化から受け継いだも
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のも多く含まれている【長田1995】19。ここでは、儀礼自体よりも、その中

のどの部分が、またどの時代のいつの時点から、それぞれの系統を引き継い

だのかということが証明されない限り、単純に「非ア-リヤ文化の残存」と

断定することは出来ないのである。すなわち、今日の観察される状況からか

っての姿を再構成するという、不確かな推測を導く危険が潜んでいると言え

るだろう。

本稿では、このような既存のプロト儀礼に見られる文化史的解釈や合目的

解釈に基づく儀礼論の限界を克服するために、ジェンダーやライフサイクル

などの社会関係に位置付けられた実践体系と、その担い手が認識する儀礼体

系の社会的構成を検討した。序論でも述べたように、ベンガルのプロト儀礼

に関する研究は数多く、その儀礼に付随する儀礼装飾は、今日ではベンガル

の民俗文化を代表するモティーフとしても広く知られている。しかし、近年

のプロト儀礼-の関心の高まりにも関わらず、その前提として、儀礼に従事

する人々にとっての実践体系の意味が問われることは、非常に限られていた

のである。

本稿で提示された資料は、ボルドマン県のあるひとつの調査村で収集され

た資料に基づいており、その意味では地域的にも時代的にも限定されたもの

である。しかし、この調査地の事例に限定して見ても、一年間のサイクルを

通して村の女性たちが、今日でもこれだけ熱心に儀礼に従事している事実や、

その世代や人生サイクルごとに異なる実践体系が複合的に構成されている事

実などは、この儀礼に従事する人々の内在的な視点を検討することが、今後

のプロト儀礼論には不可欠であることを示している。このような調査地にお

ける儀礼体系の検討とそれを当該社会の社会構造の一部として理解する視点

が、既存のプロト儀礼研究には決定的に不足していたということが、本稿が

明らかにしようとした課題のひとつでもあった。今後のより広範な南アジア

の儀礼とジェンダーの社会構成を検討する作業の中で、本稿の資料を改めて

位置づけてゆく作業が、今後の残された課題となるだろう。
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註
1本稿では、ベンガル地方のプロト儀礼の呼称であり、本稿の主題となる資

料の総称を、 「プロト」の表記で統一した。このはベンガル地方での慣用表現
にならったものではあるが、実際には北インドでは「ヴラト」。サンスクリッ

ト語では「ゲラタ」と呼ばれることが一般的である。北インドの議論も多数

引用したが、混乱を避けるために、すべて記述は「プロト」に統一した。

2近年では、ベンガルの儀礼装飾である「アルポナ」を含む民俗画の象徴性
に注目した、沖・小西【2001】などが刊行され、一般の旅行者向けの雑誌であ

る『季刊・旅行人:インド民俗画の世界・宇宙と神話を描く人々』 (2004年
秋号、 No.145、蔵前仁一編)などでも特集に取り上げられるようになった。

またプロト儀礼については、ベンガル地方を中心に、これまで数多くの研究
が蓄積されている。この点については、注8も参照されたい。

3外川【1999a; 2001a; 2001b】など。また、総論としては外川【2003】を参照さ
れたい。

4この点は、小西【1986]が取り上げている。

5この7人の兄弟を持つ妹は、 7人の兄弟から7回に渡り持参金(ダウリ)

を貰い、自分はより良い条件で良家に嫁ぐことが出来るのである。
6ショステイ女神のブロト儀礼については、より詳しくは拙稿【外川2001b】

を参照されたい。

7例えば、 S.R.ダス【Das 1953]やS.K.ラエ【Ray 19611は、少女のプロト儀礼
を、ベンガルの古代的で呪術的な文化要素、ないしは「基層文化」の名残を
とどめるものとして注目した。

8たとえば、 Shila Basak [1998】; SunilKumar Das 【1995】 p.K. Maity
【1988; 1989; 1995]; Nabendu Sen 【1995】; Sengupta 【1972];小西【1974;
1986】など。この点については改めて3節でも検討するが、本稿では、その
ような観点が必ずしも誤りであると考えるのではなく、儀礼が備える様々な

意味論的レベルの複合における、ひとつの隠喩的象徴の次元と捉えることが

可能である。また、後述のシラ・ボシヤクの論考は、南アジア全域に視野を
広げた体系的な試みとして興味深い【Basak 1998】。このような民族誌的研究

としては、セングブタ【Sengupta 1970; 1972]やドイツ語で書かれたグブタ
[Gupta 1983】などを挙げることが出来るOまたサンスクリット古典学の世界

においては、その浩潮な古典籍に依拠した研究としてカネー[Kane 1974]が
特筆される。

9ベンガル暦における月の名称と季節の対応については、表-3にまとめて
いる。
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10デュボアについては、その一部が邦訳されている。デュボア、 J.A. 『カ

ーストの民-ヒンドゥーの習俗と儀礼』 1988　H.Kビーチヤム編、重松伸司

訳注、平凡社

ll P.KMaity, Folk-Rituals ofEastern India, p.5. 1988.
12 Nabendu Sen, Meyeli Brata: Kodal-Kata Dhan. MeyeliBrata Bisaye.
Ed. Satnat Kumar Mitra.

13この時期のベンガル知識人の動向については、特に臼田【1981]を参照した。

14 Nabendu Sen, p.66.
15例えば、プロト儀礼の原初形態に注目することで、オボニンドロナトは次

のように述べている。 rサンスクリット語の教典がまだ作られず、 「ヒンドゥ

ー教」というようないかなる宗教もまだ存在していない時代、つまり私たち

の先祖のさらに遠い先祖の時代に、人々の間に存在した様々な宗教儀礼こそ

が、プロトと呼ばれていたのです。」 【Thakur 1943:39】

16 Binay Ghosh, BanglarLoksanskritir Samajtattba. pp.44-7. 1976. In

MeyeliBrata Bisaye. Ed. Sanat Kumar Mitra. pp.3-4. 1995.
17女神の聖地としての調査地の特質については、より詳しくは拙書【外川

2003】を参照されたい。
18 「プロトの物語」の翻訳の試みについては、拙稿を参照されたい【外川

1998; 1999b】。

19この点について長田【1995:14-9】は、歴史言語学的考察から、原ムンダ語に

起源するr撃」の語愛がインド・ア-リヤ語に取りいれられた経緯と、それ
が今日のムンダ語に改めて借用されたいう経緯を認める、再借用説を論じて

いる。このような観点に立つと、しばしば多用される「ア-リヤ文化」とい
う記述概念が、それぞれの文脈においてその妥当性の再検証が求められるこ

とになるのである。
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